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  動特性の制御として，カーボンファイバーの平板にMacro Fiber Composite
（以下MFC）という圧電繊維を貼ることによりセンサ部でスイング中の挙動を検
出しジャークを求めアクチュエータ部に返すというループを構成する． 
実際のゴルフクラブでは，シャフトの先端に集中質量があるため連続体の振動
モードは無次元となるが，まず基本的なものを調べるために1個の集中質量の簡
単なモデルから考え，基礎的な実験を行っていく． 
